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多
く
の
大
先
輩
が
お
ら
れ
る
中
で
、
三
年
前

に
鴨
沂
高
校
同
窓
会
長
を
拝
命
し
た
十
九
期
生

の
鈴
木
正
穂
で
す
。
大
正
十
五
年
生
ま
れ
の
母

も
府
立
第
一
高
女
の
卒
業
で
、
愚
息
も
鴨
沂
高

校
に
学
び
ま
し
た
。
わ
が
家
の
三
代
が
鴨
沂
の

校
舎
で
学
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
は
一
九

四
九
年（
昭
和
二
十
四
年
）一
月
生
ま
れ
、
来
年

満
六
十
歳
、
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
同
窓
会
創
立

六
十
周
年
を
迎
え
る
と
と
も
に
私
自
身
が
還
暦

を
迎
え
る
こ
と
に
、
不
思
議
な
縁
を
思
い
ま
す
。

私
が
鴨
沂
高
校
に
入
学
し
た
の
は
、
一
九
六

四
年（
昭
和
三
十
九
年
）、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
日
本
の
高
度
成
長

が
始
ま
る
活
気
あ
る
頃
で
し
た
。
ク
ラ
ス
は
十

四
ク
ラ
ス
。
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
で
一
世
を
風

靡
し
た
タ
イ
ガ
ー
ス
の
ジ
ュ
リ
ー
こ
と
沢
田
研
二

さ
ん
が
同
学
年
で
、
団
塊
の
世
代
で
す
。
当
時

京
都
の
高
校
制
度
は
、
総
合
選
抜
制
・
地
域

制
・
男
女
共
学
の
高
校
三
原
則
が
あ
っ
た
時
代

で
、
私
た
ち
の
諸
先
輩
は
、
国
立
大
学
や
有
名

私
立
大
学
に
多
く
の
方
が
進
学
さ
れ
て
お
り
、

東
の
日
比
谷
、
西
の
鴨
沂
と
言
わ
れ
た
の
は
少

し
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
の

時
代
も
一
浪
し
た
ら
ど
こ
か
に
納
ま
る
と
い
う

こ
と
で
、「
自
由
の
学
園
」
鴨
沂
高
校
で
「
演
劇

コ
ン
ク
ー
ル
」
や
「
仰
げ
ば
尊
し
」
な
ど
の
行
事

を
満
喫
し
、
ま
た
ク
ラ
ブ
や
自
治
会
活
動
も
活

発
で
、
先
輩
等
の
築
か
れ
て
き
た
自
由
な
校
風

を
誇
り
に
思
い
、「
自
由
」
に
つ
い
て
考
え
な
が

ら
も
、
自
由
闊
達
な
高
校
生
活
を
過
ご
し
た
も

の
で
す
。

あ
れ
か
ら
四
十
年
余
。
い
や
そ
れ
以
前
の
府

立
第
一
高
女
の
時
代
か
ら
正
門
も
校
舎
も
何
も

変
わ
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
建
物
は
あ
り
ま
す
。
自

由
な
校
風
は
今
で
も
伝
え
ら
れ
京
都
で
唯
一
標

準
服
の
な
い
公
立
高
校
で
す
。
唯
、
惜
し
い
の

は
、
学
力
が
あ
る
生
徒
が
来
て
い
て
も
国
公
立

や
有
名
私
立
大
学
へ
の
進
学
率
の
低
下
が
否
め

な
く
、
女
子
水
球
部
は
全
国
的
な
レ
ベ
ル
に
あ

る
よ
う
で
す
が
、
私
の
所
属
し
て
い
た
山
岳
部

も
随
分
前
に
廃
止
に
な
り
他
の
ク
ラ
ブ
も
活
発

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
校
長
を
は
じ
め
学
校
は

学
力
の
向
上
を
目
標
に
改
革
を
目
指
し
て
取
り

組
む
こ
と
を
目
指
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
京
都

で
は
私
立
高
校
が
台
頭
し
、
公
立
の
高
校
制
度

が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
近
年
、
鴨
沂
高
校
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
大
い
に
注
目
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

鴨
沂
高
校
の
卒
業
生
は
二
万
人
を
超
え
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
を
中
心
に
全
国
に
散

ら
ば
っ
て
お
ら
れ
る
卒
業
生
が
、
同
窓
会
六
十

周
年
を
機
に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
て
、
同
窓
会
と
し
て
、
何
ら
か
の
形
で

母
校
の
鴨
沂
高
校
の
発
展
に
寄
与
、
応
援
で
き

れ
ば
と
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

十
月
二
十
六
日
の
日
曜
日
、
同
窓
会
総
会
を

鴨
沂
高
校
の
三
階
の
な
つ
か
し
い
講
堂
で
開
催

し
、
終
了
後
、
近
く
の
新
島
会
館
で
懇
親
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
当
時
と
変

わ
ら
な
い
校
舎
で
青
春
時
代
を
振
り
返
り
な
が

ら
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
集
く
だ
さ
い
。
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京
都
府
立
鴨
沂
高
等

学
校
同
窓
会
六
十
周
年

を
迎
え
ら
れ
、
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
本
校
同
窓
会

会
長
様
は
じ
め
役
員
の

皆
様
ま
た
多
く
の
会
員
の
皆
様
方
か
ら
本
校
教
育
の

発
展
充
実
の
為
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り

ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
本

年
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
第
十
九
代
校
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

本
校
は
明
治
五
年
新
英
学
校
及
女
紅
場
と
し
て
発

足
し
、
明
治
三
十
七
年
に
京
都
府
立
第
一
高
等
学
校

と
改
称
。
大
正
十
二
年
に
京
都
府
立
京
都
第
一
高
等

女
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
女
性
の
羨
望
の
的

で
も
あ
り
ま
し
た
、
そ
の
気
品
と
風
格
は
現
在
に
ま

で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
二
十
三
年

四
月
の
学
制
改
革
に
よ
り
京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
女

学
校
を
合
併
し
、
京
都
府
立
鴨
沂
高
等
学
校
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
。
同
年
十
月
に
は
高
等
学
校
再
編
が

行
わ
れ
、
地
域
制
・
総
合
制
・
男
女
共
学
の
高
校
三

原
則
を
採
り
入
れ
た
新
制
高
等
学
校
と
し
て
の
京
都

府
立
鴨
沂
高
等
学
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
歴
史

と
伝
統
は
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
、
京
都
府
だ
け
で
な

く
全
国
に
そ
の
名
を
高
め
て
お
り
ま
す
。
校
内
を
歩

い
て
み
ま
す
と
、
至
る
所
に
伝
統
と
格
式
を
物
語
る

数
々
の
建
造
物
や
、
本
校
所
蔵
の
上
村
松
園
様
作
品

「
夕
暮
」
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
絵
画
と
出
会
う
こ

と
が
出
来
ま
す
。
ま
さ
し
く
鴨
沂
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に

や
っ
て
き
た
趣
が
あ
り
ま
す
。
同
窓
会
名
簿
を
紐
解

き
ま
す
と
有
識
者
と
し
て
ま
た
実
業
界
の
中
心
的
存

在
と
し
て
多
く
の
方
々
が
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
す
。
言
葉
と
し
て
失
礼
で
は
あ
り
ま

す
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
鴨
沂
高
校
の
名
が
京
都
だ
け

で
な
く
全
国
的
に
い
や
海
外
に
ま
で
知
れ
渡
っ
て
い

る
こ
と
に
校
長
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。
六
大
改

革
の
一
つ
は
教
育
改
革
で
は
あ
り
ま
す
が
、
京
都
府

の
教
育
改
革
も
「
京
の
子
ど
も
、
夢
・
未
来
」
プ
ラ

ン
二
一
に
基
づ
き
様
々
な
改
革
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
二
十
一
年
度
入
試
よ
り
制
度
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。
京
都
市
乙
訓
通
学
圏
が
南
北
に
二
分
さ
れ
、

各
高
等
学
校
の
特
色
化
に
つ
い
て
な
お
一
層
の
鮮
明

さ
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
、
何
十
年
と
培
わ
れ

た
鴨
沂
高
等
学
校
の
価
値
あ
る
歴
史
と
伝
統
を
守
る

べ
く
、
こ
の
制
度
改
革
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
諸
先
輩
方
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
京
都
府
立
鴨
沂
高
等
学

校
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
諸
先
輩
方
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
か
ら
遠
く
離
れ
、
関
東
で
活
躍
す
る
人
た
ち

も
、
心
は
京
都
に
あ
る
よ
う
で
す
。
私
の
同
期
の
友

人
達
も
定
年
を
迎
え
、
次
の
人
生
を
京
都
に
求
め
た

い
と
す
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
そ
れ

と
し
て
、
関
東
に
住
ま
い
す
る
一
五
〇
〇
名
の
人
た

ち
は
、
三
年
に
一
度
の
同
窓
会
を
開
催
し
、
各
期
を

こ
え
て
楽
し
く
な
つ
か
し
く
集
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
期
の
活
動
も
活
発
で
す
。
異
郷
の
地
に
い
る
と
い

う
連
帯
感
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

遡
り
ま
す
と
、
平
成
二
年
明
治
神
宮
そ
ば
の
明
治

記
念
館
に
三
五
〇
名
も
の
同
窓
生
が
集
り
、
第
一
回

目
の
関
東
地
域
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
熱

気
は
三
年
ご
と
の
開
催
へ
と
つ
な
が
り
、
中
断
し
て

い
た
京
都
の
同
窓
会
再
開
に
む
け
て
当
時
の
秋
田
同

窓
会
長
を
後
押
し
し
ま
ず
は
意
見
交
換
会
を
開
催

し
、
そ
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま

す
。
ま
た
当
時
を
振
り
返
る
と
、
関
東
支
部
の
同
窓

会
を
き
っ
か
け
に
同
期
会
が
作
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
三

分
の
一
も
あ
り
ま
し
た
。
第
二
回
目
は
日
暮
里
ホ
テ

ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
、
第
三
回
目
は
帝
国
ホ
テ
ル
と
続

き
、
二
年
前
の
第
六
回
に
は
一
〇
〇
名
余
の
人
が
皇

居
を
眼
下
に
見
る
霞
会
館
に
集
い
、
鴨
沂
の
校
歌
を

高
ら
か
に
合
唱
し
ま
し
た
。
開
催
ご
と
に
参
加
者
は

少
な
く
な
り
、
少
し
寂
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
し
か

し
こ
の
数
は
京
都
で
の
同
窓
会
総
会
よ
り
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
関
東
支
部
は
鴨
沂
高
校
同
窓
会
関
東
支

部
と
し
て
平
成
十
三
年
に
本
部
か
ら
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
同
窓
会
と
い
う
の
は
任
意
の
団
体
で
す
か
ら
、

規
則
な
ど
に
と
ら
わ
れ
る
必
要
は
少
な
い
の
で
す

が
、
鴨
沂
高
校
同
窓
会
の
組
織
内
の
一
員
と
し
て
、

関
東
支
部
は
支
部
活
動
費（
例
え
ば
通
信
費
）と
し

て
、
関
東
支
部
の
人
た
ち
も
納
入
し
て
い
る
同
窓
会

費
か
ら
の
助
成
を
図
っ
て
い
た
だ
け
な
い
も
の
か
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
筋
は
あ
く
ま
で
自

主
的
な
運
営
を
心
が
け
、
同
窓
会
開
催
時
の
若
干
の

予
備
や
あ
る
い
は
支
部
地
域
の
同
窓
生
か
ら
の
厚
志

を
頂
き
、
会
の
運
営
に
あ
て
て
お
り
ま
す
。
同
窓
生

の
強
い
結
束
を
も
っ
と
も
感
じ
る
と
き
で
す
。

さ
て
、
次
回
の
関
東
地
域
同
窓
会
は
来
年
で
す
。

春
遅
く
か
ら
初
夏
の
頃
の
吉
日
を
選
ん
で
、
開
催
し

た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
関
東
地
域
の
方
に
は
ご

案
内
い
た
し
ま
す
が
、
地
域
の
方
に
限
ら
ず
大
勢
の

鴨
沂
同
窓
生
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ま
と
一
緒
に
、
鴨
沂
校
歌
を
大
声
で
合
唱
い
た

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
現
、
鴨
沂
高
校
生
徒
た
ち
教

師
陣
に
、
鴨
沂
高
校
改
革
を
掲
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
、
そ
し
て
そ
れ
に
取
り
組
ん
で
い
る
桶
谷
良
校
長

に
と
も
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
今
年
四
月
、
関
東
支
部
の
幹
事
会
に
お
い
て

役
員
改
選
が
あ
り
、
西
裏
支
部
長
が
退
任
さ
れ
次
の

方
々
が
次
期
委
員
と
な
り
ま
し
た
。
西
裏
さ
ま
、
ご

苦
労
様
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
東
支
部
　
　
支
部
長
　
　
川
崎
　
　
猛
（
14
）

副
支
部
長
　
　
今
井
　
康
之
（
13
）

〃

芝
原
　
央
充
（
15
）

会
　
　
計
　
　
加
藤
　
　
啓
（
19
）

事
務
局
　
　
吉
川
　
能
信
（
19
）

お

祝
　
い

京
都
府
立
鴨
沂
高
等
学
校
長

桶
谷
　
　
良

関
東
支
部
の
こ
の
ご
ろ

関
東
支
部
長
　

川
崎
　
　
猛

【収入の部】
科　　　　目

前 期 繰 越 金
年 会 費 収 入
総 会 収 入
預 貯 金 利 息
名 簿 等 収 入
合　　　　計

【支出の部】
科　　　　目

総 会 費
会 報 製 作 発 送 費
会 議 費
通 信 費
雑 費
名 簿 Ｄ Ｂ 維 持 費
予 備 費
小　　　　計

次 期 繰 越 金 ＊

合　　　　計

京都府立鴨沂高校同窓会会計報告
平成17年４月１日から平成20年３月31日

予　算　額
12,879,706
3,900,000
350,000
21,000
90,000

17,240,706

予　算　額
700,000

2,400,000
110,000
170,000
90,000

390,000
800,000

4,660,000
12,580,706
17,240,706

（単位：円）
決　算　額

12,879,706
5,316,000
378,000
16,424
10,000

18,600,130

決　算　額
601,700

2,379,572
100,617
119,223
217,334
265,860

0

3,684,306
14,915,824
18,600,130

＊次期繰越金明細
手 許 現 金
通 常 貯 金
定 額 貯 金
振 替 口 座
合 　 　 計

0

1,168,870
3,914,354
9,832,600

14,915,824（円）
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辻
　
　
知
之

前
号
に
て
、
二
〇
〇
四
年
四
月
に
卒
業
後
「
五
十

五
周
年
記
念
祝
賀
会
」
を
国
立
京
都
国
際
会
館
に
て

行
っ
た
こ
と
ご
報
告
し
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
六
年
十

一
月
に「
喜
寿
を
祝
う
会
」
と
し
て
、
同
じ
場
所
で
、

同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
一
期
卒
業
生
四
三
九

名
中
、
亡
く
な
っ
た
人
、
住
所
が
判
ら
な
い
人
が

年
々
増
え
て
、
五
十
五
周
年
の
時
に
は
一
八
二
名
か

ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
喜
寿
を
祝
う
会
」
の
案

内
に
た
い
し
て
一
四
一
名
と
な
り
、
出
席
者
は
四
十

三
名
で
、
楽
し
い
会
合
と
な
り
ま
し
た
。
第
一
期
生

の
卒
業
の
年
、
一
九
四
九
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

法
隆
寺
の
金
堂
炎
上
と
か
、
下
山
事
件
と
か
、
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
反
面
、
湯
川
博
士
が
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
、
全
米
水
上
選
手
権
で
古
橋

広
之
進
が
四
つ
の
世
界
新
記
録
を
達
成
す
る
と
云
う

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
の
混
乱
か

ら
漸
く
未
来
へ
の
光
明
が
見
え
、
国
民
が
活
気
を
取

り
戻
し
、
よ
り
良
い
生
活
を
夢
見
て
動
き
出
し
た
時

代
で
し
た
。
戦
時
中
は
全
く
娯
楽
が
無
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
映
画
が
ブ
ー
ム
に
な
り
、
映
画
館
は
常
に

満
員
の
盛
況
で
し
た
。
こ
の
年
に
名
作
と
い
わ
れ
る

「
晩
春
」
や
「
青
い
山
脈
」「
野
良
犬
」
が
封
切
ら
れ
、

洋
画
で
は
「
大
い
な
る
幻
影
」「
戦
火
の
か
な
た
」
が

上
映
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
、
二
〇
〇
九
年
に
は
、

我
々
は
記
念
す
べ
き
卒
業
六
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
六
十
年
を
光
陰
矢
の
如
し
と
感
ず
る
人
も
あ
れ

ば
、
長
い
人
生
と
捉
え
る
人
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
正
直
予
想
し
な
か
っ
た
長
寿
に
恵
ま
れ
、
多
く

の
卒
業
生
と
六
十
周
年
記
念
祝
賀
会
を
持
ち
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

鴨
沂
高
校
七
期
同
窓
会
十
周
年
を
振
り
返
っ
て

七
鴨
会
事
務
局
　
今
岡
　
公
栄

七
期
鴨
沂
高
校
同
窓
会
を
「
七
鴨
会
」
と
呼
ぶ
。

二
十
七
年
前
、
昭
和
五
十
六
年
の
時
で
あ
る
。
石
蔵

君（
故
人
）が
四
十
代
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
、

ア
パ
レ
ル
や
薬
品
の
プ
ロ
パ
ー
を
し
て
い
た
男
が
、

突
然
、
化
粧
品
会
社
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
の
時
に
、

鴨
沂
高
校
の
卒
業
生
が
、
彼
の
、
新
規
事
業
を
祝
し

多
く
の
友
人
が
集
っ
た
。
彼
は
幅
広
い
交
際
を
し
て

い
た
の
で
、
同
級
生
の
な
か
に
、
弁
護
士
、
税
理
士

も
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
人
た
ち
の
協
力
で
会
社
も

ス
ム
ー
ス
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
時
に
、
こ
れ
だ
け

同
期
が
、
集
っ
た
の
だ
か
ら
一
度
同
窓
会
を
や
ろ
う

と
い
う
話
に
な
り
、
第
一
回
の
同
窓
会
を
こ
れ
ら
の

メ
ン
バ
ー
で
京
都
ホ
テ
ル
で
行
っ
た
。
ホ
テ
ル
も
関

わ
り
あ
る
人
が
世
話
を
し
、
各
組
の
責
任
者
が
事
前

に
三
回
、
四
回
と
集
い
事
前
同
窓
会
を
行
う
も
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。
当
時
は
、
高
度
経
済
成
長
の
真

っ
た
だ
中
、
中
に
は
、
医
者
で
、
夜
の
帝
王
と
い
わ

れ
る
同
級
生
が
、
つ
い
て
こ
い
と
高
級
ク
ラ
ブ
に
皆

を
連
れ
だ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
は
、
同
窓
会
に

は
一
八
〇
名
前
後
を
集
め
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す

事
が
で
き
た
。
高
校
時
代
の
同
級
生
は
、
特
に
、
親

し
み
を
感
じ
、
同
窓
会
を
や
る
ご
と
に
新
し
い
会
が

で
き
た
。
六
十
年
代
に
ゴ
ル
フ
が
流
行
り
だ
し
、
女

性
の
参
加
者
も
多
く
な
っ
た
。
七
鴨
会
の
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
も
で
き
、
七
〇
・
八
〇
年
代
は
、
ゴ
ル
フ
一
色

で
あ
っ
た
。
そ
の
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
も
七
十
二
才
と

い
う
年
齢
も
あ
り
、
人
が
、
思
う
よ
う
に
集
ら
ず
閉

会
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
マ
ー
ジ
ャ
ン
も
今
は
、

ジ
ャ
ン
荘
が
潰
れ
、
ほ
と
ん
ど
や
る
人
が
い
な
く
な

っ
た
が
、
ゴ
ル
フ
の
後
は
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
楽
し
ん

だ
こ
と
を
思
い
出
す
。
ま
た
、
同
級
生
が
音
楽
会
演

奏
者
と
し
て
出
演
し
て
い
る
と
、
連
絡
を
取
り
合
っ

て
聴
衆
と
し
て
参
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
海
外
旅
行

も
何
回
か
行
わ
れ
て
い
る
。
私
が
、
主
催
し
た
旅
行

は
、
同
級
生
夫
婦
と
個
人
を
集
め
南
フ
ラ
ン
ス
、
モ

ナ
コ
、
ニ
ー
ス
、
カ
ン
ヌ
に
旅
行
、
ま
た
、
語
学
の

で
き
る
人
が
、
そ
の
国
の
案
内
役
を
務
め
て
頂
き
、

安
心
し
て
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
同
窓
会
で
知
り
合
っ
た
皆
さ
ん
と
、
語
ら
い
、

行
動
し
、
残
さ
れ
た
人
生
を
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
一
年
三
月
卒
業
生
の
近
況
報
告

黒
川
　
令
三

五
十
五
歳
で
定
年
を
迎
え
た
人
、
子
育
て
が
一
段

落
し
た
人
た
ち
が
集
り
、
一
九
九
四
年
十
一
月
に
復

活
第
一
回
八
期
会
を
開
催
以
後
二
〜
三
年
間
隔
で
集

っ
て
い
ま
す
。
過
去
五
回
の
参
加
人
員
は
延
べ
八
九

五
人（
一
回
平
均
一
七
九
人
・
会
費
平
均
一
〇
八
〇

〇
円
）、
首
都
圏
か
ら
延
べ
九
十
八
人
、
そ
れ
以
遠

十
八
人
、
海
外
五
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

八
期
会
の
特
徴
は
‥
‥

①
ク
ラ
ス
の
自
主
性
を
重
ん
じ
合
同
の
ク
ラ
ス
会
の

ス
タ
ン
ス
で
お
こ
な
う

（Ａ）
恩
師
招
待
の
対
応

（Ｂ）
案
内
状
　
年
賀
の
発
送
　
集
計

（Ｃ）
各
ク
ラ
ス
二
名
を
幹
事
と
し
幹
事
会
に
出
席

し
八
期
会
を
運
営
す
る

②
開
催
年
度
に
は
年
賀
状
を
出
し
年
初
に
そ
の
方
の

年
間
予
定
に
開
催
日
時
の
キ
ー
プ
を
計
っ
て
貰
う

③
八
期
生
の
中
か
ら
講
演
者
を
選
出
し
有
意
義
な
時

を
過
ご
す

・
二
〇
〇
〇
年
十
月
七
日
　
猪
熊
兼
勝
君

〜
時
代
祭
り
を
楽
し
く
見
る
た
め
に
〜

・
二
〇
〇
三
年
十
一
月
十
五
日
　
家
森
幸
男
君

〜
食
と
長
寿
　
コ
ー
カ
サ
ス
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
〜

・
二
〇
〇
六
年
五
月
二
十
五
日
　
加
藤
類
子
さ
ん

〜
近
代
日
本
画
　
松
園
と
そ
の
時
代
〜

・
二
〇
〇
八
年
十
一
月
十
三
日
予
定
　
上
野
民
夫

君
　
〜
日
本
人
の
心
と
稲
〜

【
卒
業
時
】
六
六
〇
人

【
現
　
在
】
死
者
及
び
不
明
者
一
六
五
人

【
無
関
心
】
一
〇
〇
人

④
各
幹
事
の
合
言
葉
は
『
一
人
で
も
多
く
の
参
加
者

を
』
と
し
て
い
ま
す
。

元
気
な
十
期
生
の
現
況
を
報
告
し
ま
す

西
村
　
宣
弘

早
い
も
の
で
、
今
年
で
卒
業
五
十
周
年
に
な
る
。

現
在
三
年
毎
に
十
期
同
窓
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
六
月
京
都
国
際
ホ
テ
ル
に
て
卒
業
五
十
周
年

記
念
同
窓
会
を
恩
師
五
名
含
む
約
二
〇
〇
名
の
出
席

者
を
集
め
て
賑
や
か
に
開
催
し
、
会
は
定
例
の
挨
拶

等
の
後
、
グ
ル
ー
プ
活
動
報
告
や
同
窓
生
の
率
い
る

生
バ
ン
ド
の
演
奏
も
あ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
そ
の
準
備
段
階
で
十
期
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

立
ち
上
げ
、
活
動
状
況
を
報
告
す
る
形
を
作
っ
た
の

で
す
が
、
ネ
ッ
ト
の
利
用
者
が
全
体
の
多
分
二
割
に

満
た
な
い
現
状
で
、
活
用
に
は
未
だ
難
し
い
状
況
で

す
。
で
も
遠
距
離
の
同
期
生
と
は
結
構
便
利
に
交
信

す
る
こ
と
が
出
来
一
応
良
か
っ
た
か
な
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
。
又
、
こ
の
会
の
記
念
事
業
と
し
て
五
十
周

年
の
記
念
ア
ル
バ
ム
を
作
成
す
る
こ
と
を
立
案
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
秀
で
た
同
期
生
を
中
心
に
卒
業
写

同
窓
会
開
催
報
告

第
一
期
卒
業
生

第
七
期
卒
業
生

第
八
期
卒
業
生

第
十
期
卒
業
生
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真
と
現
在
の
写
真
を
セ
ッ
ト
に
す
る
グ
ッ
ト
ア
イ
デ

ア
で
制
作
開
始
、
同
窓
会
開
始
前
の
恩
師
の
撮
影
・

ク
ラ
ス
毎
の
記
念
撮
影
・
欠
席
者
の
写
真
取
り
寄

せ
・
編
集
な
ど
の
大
変
な
苦
労
の
末
完
成
、
出
席
者

と
希
望
者
に
配
布
し
て
大
変
好
評
で
し
た
。
常
日
頃
、

十
期
生
は
グ
ル
ー
プ
活
動
が
盛
ん
で
、
ゴ
ル
フ
同
好

会
・
テ
ニ
ス
同
好
会
・
囲
碁
同
好
会
・
短
歌
同
好

会
・
東
京
十
期
会
・
旅
行
会
等
を
主
催
し
、
家
族
・

友
人
を
仲
間
に
巻
き
込
ん
で
継
続
し
て
楽
し
く
活
動

し
て
お
り
ま
す
。
来
年
か
ら
古
希
を
迎
え
る
年
代
で

す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
に
老
い
て
益
々

盛
ん
な
十
期
生
で
す
。

卒
業
し
て
か
ら
五
十
年

鴨
沂
三
三
会
　
戸
川
　
隆
博

昭
和
三
十
三
年
度
卒
業
の
同
級
生
の
二
年
に
一
度

の
集
い
で
す
。
昭
和
三
十
一
年
四
月
に
六
〇
〇
名
の

同
級
生
は
希
望
を
抱
き
な
が
ら
入
学
し
、
三
十
四
年

三
月
に
進
学
・
社
会
へ
と
巣
立
っ
て
い
っ
た
。
机
を

並
べ
て
既
に
半
世
紀
を
過
ぎ
、
学
び
舎
か
ら
幾
つ
に

も
伸
び
た
道
を
、
各
々
の
足
で
踏
み
出
し
て
い
っ
た
。

卒
業
し
て
五
十
年
の
こ
の
年
に
十
回
目
の
記
念
を

兼
ね
た
同
窓
会
を
開
き
ま
す
。
毎
回
一
〇
〇
名
を
越

す
同
級
生
が
各
地
よ
り
集
い
ま
す
が
、
五
十
年
前
に

別
れ
た
ま
ま
一
度
も
顔
を
見
せ
な
い
友
の
消
息
と
久

し
ぶ
り
に
会
え
そ
う
な
期
待
を
抱
き
な
が
ら
の
出
席

も
頓
挫
し
願
い
か
な
わ
ず
他
界
し
た
友
。
二
年
に
一

度
の
ス
パ
ン
は
、
短
い
よ
う
で
変
化
は
確
実
に
起
っ

て
い
ま
す
。
前
回
ま
で
元
気
だ
っ
た
友
、
そ
の
前
ま

で
出
て
い
た
友
、
あ
ま
り
う
れ
し
く
な
い
便
り
ば
か

り
で
は
な
い
。
今
ま
で
ど
う
し
て
い
た
の
か
初
め
て

出
席
し
て
く
れ
た
友
も
、
ま
だ
ま
だ
毎
回
い
る
。
な

に
か
新
発
見
を
し
た
み
た
い
だ
が
、
五
十
年
前
の
面

影
が
ど
こ
か
に
う
か
が
え
る
‥
‥
。

※
今
回
は
、
記
念
の
節
目
と
し
て
、
心
を
歌
う
若
手

の
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
　
渋
谷
文
太
郎
さ
ん
を
迎

え
、『
千
の
風
に
の
っ
て
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
ジ

ャ
ン
ル
を
越
え
た
美
し
い
曲
で
趣
向
を
か
え
た

い
。そ

し
て
一
人
で
も
多
く
の
三
三
会
の
参
集
を
、

世
話
人
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。

来
年
十
月
に
九
回
目
を
開
催
し
ま
す

第
九
回
同
窓
会
幹
事
長
　
渡
邊
　
敏
盛

我
々
十
二
期
生
の
同
窓
会
と
し
て
は
、
卒
業
以
来

二
十
二
年
と
六
ヶ
月
を
経
た
八
二
年
十
月
に
第
一
回

を
開
催
。
以
後
、
八
六
年
十
一
月
、
八
九
年
十
月
、

九
三
年
十
一
月
、
九
八
年
二
月
、
〇
一
年
十
一
月
、

〇
四
年
十
月
、
〇
七
年
六
月
と
、
三
年
又
は
四
年
間

隔
で
計
八
回
の
同
窓
会
を
開
い
て
き
た
。

今
回
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
幹
事
長
就
任
の
依
頼
に
戸

惑
い
を
隠
せ
ぬ
ま
ま
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
の
を
今

で
も
悔
い
て
い
る
心
境
だ
。

次
回
は
、
来
年
〇
九
年
十
月
に
第
九
回
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
。
卒
業
時
六
一
一
名
を
数
え
た
同
期

生
も
今
や
物
故
者
を
除
く
と
五
七
一
名
と
な
り
、
四

十
名
の
同
期
生
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
寂
し
い
限
り

で
あ
る
。
又
出
席
い
た
だ
く
恩
師
の
衰
え
も
忍
び
な

い
も
の
を
感
ず
る
。
そ
ん
な
事
も
あ
り
、
今
回
は
二

年
半
ほ
ど
の
間
隔
で
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。
何
に

も
代
え
ら
れ
な
い
同
期
生
と
の
集
ま
り
は
、
途
絶
え

る
事
な
く
続
い
て
欲
し
い
も
の
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
、
最
近
の
鴨
沂
高
校
の
沈
滞
ぶ
り

に
は
歯
が
ゆ
い
思
い
が
強
い
。
同
期
生
に
は
優
秀
な

人
材
が
豊
富
で
誇
ら
し
い
思
い
を
持
っ
て
い
る
が
、

最
近
の
卒
業
生
の
国
立
大
学
へ
の
進
学
率
は
極
端
に

低
い
と
聞
く
。
何
と
か
な
ら
な
い
も
の
か
と
悔
し
い

思
い
で
あ
る
。

三
年
毎
開
催
を
二
年
毎
に
変
更
し
次
回
を
開
催

安
井
　
　
洌

前
回
平
成
十
七
年（
二
〇
〇
五
年
）宝
ヶ
池
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
以
来
、
三
年
振
り
に
二
〇
〇
八
年
度
の

総
会
を
六
月
七
日（
土
）中
江
廉
君（
三
組
）を
実
行

委
員
長
に
し
て
、
蹴
上
の
ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル

京
都
「
瑞
穂
の
間
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
一
九
六
一

年
三
月
卒
業
時
十
三
ク
ラ
ス
六
一
二
名
の
同
窓
生
の

内
約
五
〇
〇
名
に
案
内
を
出
し
、
恩
師
深
井
隆
三
・

山
下
俊
正
両
先
生
を
ゲ
ス
ト
に
、
一
四
〇
名
の
出
席

者
を
迎
え
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。
五
十
歳
を
迎
え

た
平
成
四
年（
一
九
九
二
年
）以
来
五
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
初
参
加
者
も
二
桁
を
越
え
、
遠

く
海
外
や
関
東
方
面
か
ら
も
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
出
席
で
き
な
か
っ
た
同
窓
生
の
近
況
に
つ
い

て
も
、
毎
回
返
信
は
が
き
に
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
し
情
報
の
交
換
を
行
っ
て
い

ま
す
。
総
会
で
は
、
次
々
回
七
十
歳
で
の
同
窓
会
を

想
定
し
、
三
年
毎
開
催
を
二
年
毎
開
催
に
繰
り
上
げ

る
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
毎
回
最
新
の
住
所
録

を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
物
故
者
も
五
十
名

を
超
え
、
元
担
任
の
毛
利
　
優
先
生
が
昨
年
三
月
・

加
畑
弥
栄
次
先
生
が
今
年
一
月
相
次
い
で
他
界
さ
れ

第
十
回
鴨
沂
三
三
会
開
催
の
お
知
ら
せ

と

き
＝
二
〇
〇
八
年
十
月
十
八
日（
土
）

会
　
場
＝
京
都
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

受
　
　
付
…
午
前
十
一
時

記
念
撮
影
…
午
前
十
一
時
三
〇
分

開
　
　
会
…
午
前
十
二
時
〜

ま
し
た
。
平
澤
　
裕
会
長
以
下
五
十
名
体
制
の
実
行

委
員
会
で
次
回
平
成
二
十
二
年（
二
〇
一
〇
年
）開

催
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※
右
写
真
は
、
ク
ラ
ス
毎
の
記
念
写
真
の
撮
影
風
景

で
す
。
昨
年
三
月
他
界
さ
れ
た
毛
利
優
先
生
担
任

の
三
組
の
同
窓
生
で
、
ク
ラ
ス
別
で
は
最
大
十
八

名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

同
窓
会
活
動
い
ろ
い
ろ

木
村
　
　
正

私
達
第
十
四
期
は
、
十
三
ク
ラ
ス
六
〇
〇
余
名
の

卒
業
生
で
、
所
謂
団
塊
の
世
代
の
先
走
り
に
位
置
し

第
十
一
期
卒
業
生

第
十
二
期
卒
業
生

第
十
三
期
卒
業
生

第
十
四
期
卒
業
生
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え
る
立
場
と
な
っ
た
方
が
少
な
く
な
く
、
出
席
が
困

難
な
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
返
信
か
ら

も
そ
の
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
便
り
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
さ
て
懇
親
会
は
毎
度
お
な
じ
み
の
方
を
は
じ

め
、
初
め
て
の
参
加
者
、
久
し
ぶ
り
の
方
々
で
大
い

に
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
四
半
世
紀
を
経
て
話
題
も

変
わ
り
ま
し
た
。
定
年
、
親
の
介
護
、
孫
の
こ
と
等

‥
‥
で
も
、
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
会
え
ば
す
ぐ

に
高
校
時
代
に
戻
れ
る
場
は
、
何
と
い
っ
て
も
代
え

が
た
い
も
の
で
す
。
二
次
会
は
四
条
大
宮
の「
吉
珍
」

で
、
こ
こ
か
ら
参
加
の
方
も
お
ら
れ
再
び
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
来
年
は
秋
の
開
催
で
す
。
私
達
も
い
よ

い
よ
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
今
年
は
来
ら
れ
な
か
っ
た

方
も
、
来
年
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。
多
く
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

＊

　

＊

　

＊

他
に
会
報
に
は
出
欠
を
聞
く
往
復
は
が
き
の
近
況

コ
ー
ナ
ー
の
全
文
が
載
っ
て
い
ま
す
。
○
○
君
元
気

な
ん
や
、
×
×
さ
ん
大
変
や
っ
た
ん
や
な
ぁ
と
か
長

い
間
会
え
な
い
人
で
も
ど
う
し
て
い
る
の
か
良
く
わ

か
り
ま
す
。
今
は
会
え
な
い
人
も
何
時
か
は
参
加
出

来
る
こ
と
を
願
っ
て
、
会
は
続
い
て
い
ま
す
。

＊
事
務
局
注：

「
鴨
の
河
原
辺
」
は
十
九
期
会
報
の
タ
イ
ト
ル

で
す
。

二
十
期
生
の
近
況
に
つ
い
て

事
務
局
　
山
崎
　
賢
二
・
金
子
久
美
子

同
窓
会
の
皆
様
、
お
元
気
で
す
か
？
　
鴨
沂
高
校

創
立
六
十
周
年
を
迎
え
、
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
が

ご
健
勝
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。
し
わ
も

寄
り
、
頭
も
薄
く
な
る
還
暦
前
の
二
十
期
生
で
す
が
、

な
お
定
年
ま
で
頑
張
っ
て
い
る
年
頃
で
す
。
子
供
も

巣
立
ち
、
孫
の
成
長
を
楽
し
ん
で
い
る
年
頃
で
も
あ

り
ま
す
。
学
年
同
窓
会
も
二
〇
〇
四
年
に
全
日
空
ホ

テ
ル
で
、
更
に
、
二
〇
〇
六
年
に
も
開
催
し
、
新
し

い
参
加
者
も
遠
路
よ
り
集
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
学

年
の
名
物
男
「
柏
野
」「
深
尾
」
の
死
去
に
よ
り
、
寂

し
い
感
も
あ
り
ま
す
が
、
な
お
元
気
な
面
と
、
衰
え

の
面
を
混
在
さ
せ
た
年
頃
で
す
。
有
志
で
集
る
「
呑

沂
会
」
を
つ
く
り
、
四
季
折
々
に
合
わ
せ
た
呑
み
会

で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
も
な
く
、
全
国
転
勤
の
人

も
定
年
を
迎
え
て
落
ち
着
か
れ
る
の
で
、
い
ず
れ
、

学
年
同
窓
会
を
催
す
運
び
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ど

の
学
年
も
か
と
思
い
ま
す
が
、
住
所
不
明
者
が
多
く

い
ま
す
の
で
、
お
声
が
け
を
し
て
い
た
だ
き
、
次
回

も
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
か
。
昭
和
五
十
七
年
に
第

一
回
同
期
同
窓
会
を
開
催
し
て
以
来
、
平
成
十
八
年

で
第
七
回
を
数
え
て
、
来
年
の
平
成
二
十
一
年
十
月

三
日
に
第
八
回
目
の
同
窓
会
を
「
京
都
ホ
テ
ル
・
オ

ー
ク
ラ
」
に
て
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
六
十
才

還
暦
を
過
ぎ
て
、
年
金
を
頂
く
年
頃
に
な
っ
て
、
い

よ
い
よ
意
気
盛
ん
に
、
小
中
学
の
同
窓
会
や
ク
ラ
ス

会
の
呼
び
声
が
掛
か
る
と
、
家
族
の
者
に
不
思
議
が

ら
れ
な
が
ら
、
喜
々
と
し
て
参
加
す
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。
十
四
期
で
、
少
し
頭
の
体
操
を
し
た
い
者
は
、

「
マ
ー
ジ
ャ
ン
同
好
会
」
を
二
月
と
八
月
に
二
十
名

程
、
飲
み
会
を
兼
ね
な
が
ら
京
都
で
集
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
定
番
に
な
っ
た
「
鴨
々
ク
ラ
ブ
」
と
言
う
旅

行
会
が
、
毎
年
熱
心
に
企
画
さ
れ
て
、
昨
年
は
ク
ラ

ブ
と
し
て
初
め
て
海
外
へ
足
を
伸
ば
し
、
韓
国
の
釜

山
市
を
十
九
名
で
観
光
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
七
月

六
日
か
ら
出
発
す
る
、
仙
台
方
面
「
奥
の
細
道
、
芭

蕉
の
足
跡
を
た
ど
る
初
夏
、
東
北
」
へ
二
泊
三
日
の

旅
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
世
代
に
あ
っ
て
も
、

四
〇
〜
五
〇
才
の
声
を
聞
く
頃
に
は
同
期
の
同
窓
会

活
動
が
自
然
に
盛
ん
に
な
る
も
の
で
す
が
、
他
方
で
、

我
々
の
全
体
同
窓
会
が
此
度
、
創
立
六
十
周
年
を
記

念
し
て
母
校
で
開
催
さ
れ
る
の
は
誠
に
意
義
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
同
窓

会
の
在
り
方
、
地
域
社
会
と
の
「
共
生
」
や
心
の

「
癒
し
」
等
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

十
二
月
六
日（
土
）京
都
国
際
ホ
テ
ル
へ

谷
口
明
日
香

卒
業
二
十
周
年
に
第
一
回
の
同
期
会
を
開
い
て
か

ら
五
年
毎
に
開
催
し
て
い
る
会
も
今
年
六
回
目
を
迎

え
ま
す
。
今
ま
で
京
大
会
館
、
白
沙
村
荘
、
岡
崎
ホ

テ
ル
、
都
ホ
テ
ル
、
京
都
ホ
テ
ル
で
集
り
ま
し
た
。

毎
回
参
加
者
は
一
一
〇
〜
一
五
〇
人
程
度
で
す
。
先

日
、
各
組
よ
り
選
出
さ
れ
た
男
女
一
名
ず
つ
の
幹
事

に
よ
り
今
回
の
第
一
回
実
行
委
員
会
を
開
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
十
二
月
六
日（
土
）京
都
国
際
ホ
テ
ル

で
の
開
催
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
名
簿
の

整
理
や
当
日
の
内
容
を
ど
ん
な
も
の
に
す
る
か
相
談

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
師
走
に
な

り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
今
か
ら
予
定
に
入
れ
て
誘
い
合

わ
せ
の
上
ご
参
加
下
さ
い
。「
イ
チ
ゴ
会
」（
第
十
五

期
関
東
組
）は
二
〇
〇
五
年
は
「
東
京
湾
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
」、
二
〇
〇
六
年
は「
米
沢
牛
を
堪
能
す
る
ツ
ア

ー
」、
二
〇
〇
七
年
は「
た
ら
の
芽
パ
ー
テ
ィ
ー
山
中

湖
」、
二
〇
〇
八
年
は
「
伊
豆
高
原
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
」

と
毎
回
十
名
〜
二
十
名
の
参
加
者
で
年
一
回
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
年
会
、
京
都

や
外
国
か
ら
の
同
期
生
を
迎
え
て
の
昼
食
会
等
も
あ

り
結
束
力
が
強
い
よ
う
で
す
。

鴨
の
河
原
辺

青
木
　
栄
子

私
た
ち
十
九
期
卒
業
生
は
、
同
期
会
の
名
称
を

「
鴨
沂
高
校
十
九
期
会
」
と
名
づ
け
毎
年
懇
親
会
を

開
い
て
い
ま
す
。
昨
年
懇
親
会
後
に
出
し
た
会
報
か

ら
の
抜
粋
で
す
。＊

　

＊

　

＊

二
〇
〇
七
年
八
月
十
一
日（
土
）in
京
都
東
急
ホ
テ
ル

十
九
期
会
懇
親
会
が
例
年
通
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
は
懐
か
し
い
母
校
鴨
沂
高
校
の
見
学
が
行

わ
れ
、
参
加
者
も
多
く
大
変
好
評
で
し
た
。
今
回
は

夏
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
こ
の
時
期

（
お
盆
前
後
）の
開
催
に
は
一
考
を
要
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
以
前
の
よ
う
に
こ
の
時
期
に
は
帰

省
す
る
と
い
う
よ
り
、
帰
省
す
る
子
ど
も
や
孫
を
迎

！！

第
十
五
期
卒
業
生

第
十
九
期
卒
業
生

第
二
十
期
卒
業
生
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秋
田
宗
平
君
を
偲
び

一
期

木
村
　
　
要

君
と
私
と
が
出
会
っ
た
の
は
昭
和
二
十
三
年
の

新
制
高
校
第
二
次
編
成
の
九
月
、
男
女
共
学
が
始

ま
っ
た
鴨
沂
高
校
の
三
年
二
組
の
教
室
だ
っ
た

ね
。
で
も
、
余
り
教
室
に
出
な
か
っ
た
私
が
実
際

に
君
と
親
し
く
な
っ
た
の
は
、
卒
業
後
同
窓
会
を

設
立
し
て
君
が
会
長
に
な
っ
た
時
、
私
が
君
に
頼

ま
れ
て
厚
生
部
長
と
な
り
鴨
沂
高
校
に
予
備
校
を

創
っ
た
時
か
ら
だ
っ
た
ね
。
そ
の
後
、
君
と
は
急

速
に
親
し
く
な
り
、
共
に
陰
と
な
り
日
向
と
な
っ

て
同
窓
会
の
発
展
に
努
力
し
た
ね
。
そ
の
一
つ
に
、

当
時
大
の
男
嫌
い
と
噂
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

鴨
沂
会
の
樫
村
会
長
と
私
が
二
時
間
も
お
話
を
さ

せ
て
頂
き
、
三
十
七
年
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
鴨
沂
高

校
の
同
窓
会
の
理
事
会
に
鴨
沂
会
館
の
使
用
を
許

し
て
頂
い
た
時
も
、
皆
は
無
謀
だ
と
言
っ
た
の
に

君
だ
け
が
私
を
信
用
し
て
く
れ
て
い
た
よ
ね
。
で

も
、
馬
鹿
な
一
人
の
理
事
の
た
め
に
そ
の
後
の
会

館
使
用
は
許
可
さ
れ
な
く
な
り
、
私
も
同
窓
会
の

運
営
に
情
熱
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
そ
の
後

は
、
君
と
私
は
安
田
朝
子
君
を
交
え
て
鴨
沂
高
校

一
期
生
の
同
窓
会
「
朋
駿
会
」
の
設
立
・
運
営
ま
で

顔
を
合
わ
す
事
は
無
か
っ
た
ね
。
君
の
笑
顔
に
再

会
し
た
時
、
も
う
離
れ
ま
い
ぞ
と
心
に
決
め
た
に

も
拘
ら
ず
、
今
で
は
も
う
何
時
ま
で
待
っ
て
も
君

に
は
逢
え
な
い
と
思
う
と
却
っ
て
、
何
時
も
満
面

に
笑
み
を
湛
え
、
相
手
の
話
を
聞
い
て
い
る
君
の

顔
が
常
に
脳
裡
に
見
え
隠
れ
し
て
消
え
る
事
の
無

い
今
日
こ
の
頃
だ
よ
。

鴨
沂
高
校
同
窓
会
の
再
建
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
秋
田
宗
平
元
会
長（
一
期
）が
、

二
〇
〇
六
年
五
月
七
日
、
原
発
性
肝
臓
ガ
ン
の
た
め
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
京
都
工

芸
繊
維
大
学
教
授
を
退
官
後
、
日
本
福
祉
大
学
教
授
。
享
年
七
十
七
歳
で
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

そ
う
、
あ
れ
は
昭
和
二
十
四
年
二
月
だ
っ
た
。

「
冨
田
君
、
一
寸
話
が
あ
る
。
来
て
く
れ
。」

職
員
室
の
前
で
浜
中
先
生
に
呼
び
と
め
ら
れ
た
。

古
来
、『
一
寸
来
い
、
に
は
油
断
す
る
な
』
と
。
お
説

教
を
く
う
様
な
事
は
最
近
し
て
い
な
い
し
、
な
ん
じ

ゃ
ら
ホ
イ
！
と
別
室
へ
お
供
を
―
。
ほ
ど
な
く
山

本
先
生
も
来
ら
れ
た
。
京
一
中
の
浜
中
先
生
、
府
一

女
は
え
ぬ
き
の
山
本
先
生
と
鴨
沂
高
校
の
実
力
者
御

二
方
、
こ
れ
は
只
事
で
は
な
さ
そ
う
‥
‥
。

「
卒
業
を
前
に
ど
う
し
て
も
同
窓
会
の
形
を
つ
く
っ

て
お
き
た
い
。
受
験
を
ひ
か
え
大
変
だ
が
、
適
任
者

が
い
な
い
。
一
肌
ぬ
い
で
く
れ
な
い
か
、
母
校
の
た

め
に
頼
む
よ
‥
‥
。」
と
頭
を
下
げ
ら
れ
て
は
。

「
エ
ー
ッ
。
そ
ん
な
も
の
ど
な
い
し
て
‥
‥
。」

頼
ま
れ
る
と
嫌
や
と
言
え
な
い
『
オ
ッ
チ
ョ
コ
チ

ョ
イ
』。
ま
し
て
浜
中
先
生
は
一
中
の
恩
師
、
流
石

古
狸（
？
）の
先
生
。
人
を
見
る
目
が（
オ
ッ
チ
ョ
コ

チ
ョ
イ
を
御
存
知
）‥
‥
。

師
範
附
属
小
、
京
一
中
、
出
身
校
を
始
め
京
三

中
、
三
高
、
同
志
社
、
府
一
女
‥
‥
同
窓
会
の
資

料
を
か
き
集
め
た
。
熟
読
玩
味
す
る
余
裕
も
な
い
。

徹
夜
で
勉
強
し
た
事
も
な
い
の
に
一
晩
か
か
っ
て
会

則
ら
し
き
も
の
を
。
一
番
参
考
に
し
た
の
は
「
師
範

附
属
小
東
桜
会
」
の
会
則
、
小
学
校
だ
か
ら
分
か
り

や
す
い（
？
）と
い
う
の
で
は
な
く
‥
‥（
無
断
盗
用

の
箇
所
も
）。
骨
組
み
だ
け
の
会
則
を（
デ
ッ
チ
あ
げ

と
い
う
と
語
弊
が
あ
る
が
‥
‥
）。
不
都
合
、
不
具

合
が
あ
れ
ば
優
秀
な
後
輩
諸
君
が
改
正
し
て
く
れ
る

と
‥
‥
。

一
件
落
着
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
両
先
生
か
ら

役
員（
理
事
、
理
事
長
‥
‥
、
学
校

側
が
直
接
タ
ッ
チ
し
な
い
も
の
ら
し

く
）を
決
め
て
く
れ
と
ま
た
難
題
。

そ
ん
な
無
茶
な
。
一
期
生
は
九
ク

ラ
ス
、
一
ク
ラ
ス
五
十
人
。
受
験

を
前
に
全
員
集
合
は
と
て
も
と
て

も
、
各
ク
ラ
ス
の
友
人
に
頼
ん
で
協

力
依
頼
、
昼
休
み
に
『
五
分
拝
借
』

と
ク
ラ
ス
を
回
っ
て
説
明
、お
願
い
。

一
週
間
以
上
か
か
っ
て
各
ク
ラ
ス

男
女
一
人
ず
つ
の
理
事
が
誕
生
、

常
任
理
事
、
理
事
長
の
互
選
、
と

い
っ
て
も
一
堂
に
集
る
の
が
難
し

い
、
持
ち
回
り
閣
議
じ
ゃ
な
い
が
、

持
ち
回
り
互
選
も
や
り
、
や
っ
と
理

事
長
に
「
秋
田
宗
平
君
」
を
選
び
大

役
を
終
え
た
。

同
窓
会
は
こ
う
し
て
誕
生
し
た

一
期

冨
田
　
武
夫

「
御
苦
労
さ
ん
。」
両
先
生
の
言
葉
で
ホ
ッ
と
ひ
と

息
‥
‥
。
一
部
友
人
の
協
力
に
感
謝
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
か
っ
た
、
三

月
卒
業
式
の
日
。
式
の
前
、
Ｈ
君
、
Ｋ
さ
ん
が
呼
ば

れ
て
卒
業
生
の
最
前
列
に
着
席
。
そ
の
隣
へ
座
る
様

に
と
御
指
示
。
お
二
人
は
卒
業
生
総
代
と
優
等
生
だ

ろ
う
ワ
カ
ル
ワ
カ
ル
が
三
人
目
は
？
　
無
事
式
も
終

了
、「
冨
田
君
か
ら
同
窓
会
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。」

な
る
ほ
ど
―
。
壇
上
に
上
が
っ
て
み
る
と
、
半
年

間
で
も
始
め
て
の
男
女
共
学
の
別
れ
を
惜
し
む
人
た

ち
ば
か
り
、「
賛
成
の
方
は
大
き
な
拍
手
を
‥
‥
。」

大
声
で
怒
鳴
る
と
、
び
っ
く
り
し
た
の
か
嵐
の
様
な

拍
手
―
。

こ
う
し
て
な
ん
と
か
誕
生
し
た
「
鴨
沂
高
校
同
窓

会
」。
今
年
で
六
十
年
に
な
る
と
―
。
昭
和
二
十
四

年
夏
、
第
一
回
総
会
を
開
催
。
演
劇
を
。
田
中
千
禾

夫
を
「
蛍
の
歌
」
勝
山
弘
君
と
吉
田
さ
ん
ら
が
大
熱

演
。
こ
れ
を
機
会
に
「
わ
が
こ
と
終
わ
れ
り
」
と
常

任
理
事
を
引
退
。
転
勤
、
引
越
し
が
多
く
今
日
ま
で

同
窓
会
と
も
御
無
沙
汰
続
き
で
申
訳
な
い
。
六
十
年

も
た
つ
と
記
憶
も
薄
れ
、
資
料
も
な
く
、
記
憶
違
い

が
あ
れ
ば
平
に
御
容
赦
を
―
。
わ
ず
か
半
年
の
鴨

沂
高
校
生
活
。
同
居
し
て
い
た
洛
北
高
校
が
合
併
し

た
時
、
悪
友
と
「
洛
北
高
校
」
の
看
板
を
こ
わ
し
て

「
サ
ラ
バ
洛
北
、
煙
と
消
え
る
」
と
燃
や
し
た
事
、
初

め
て
も
ら
っ
た「
ラ
ヴ
レ
タ
ー
」
‥
‥
思
い
出
は
つ
き

な
い
。

「
八
十
は
老
い
の
序
の
口
冬
若
葉
」

島
田
正
吾
が
こ
ん
な
句
を
残
し
て
い
る
。
後
期
高

齢
者
も
元
気
を
出
し
て
‥
‥
。
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に
至
り
合
体
し
た
由
で
あ
る
。

『
第
二
十
二
回
・
女
紅
場
の
碑
―
一
九
九
八
年
十
二

月
十
五
日
号
』

明
治
三
十
一
年
に
は
寺
町
荒
神
口
に
移
転
、
戦
後

の
学
制
改
革
で
府
立
鴨
沂
高
校
に
な
り
ま
し
た
。
新

校
名
は
明
治
二
十
年
に
結
成
さ
れ
た
同
窓
会
【
京
都

鴨
沂
会
】
に
基
づ
き
ま
す
。

実
は
、
鴨
沂
と
い
う
語
源
が
中
国
の
故
事
、
景
観
な

ど
に
由
来
す
る
か
な
と
思
い
調
べ
て
み
た
の
で
す
が
、

ど
う
も
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
さ
そ
う
で
す
ね
。
や

は
り
、
鴨
川
の
ほ
と
り
と
言
う
こ
と
で
の
名
づ
け
の

よ
う
で
す
ね
。
佐
谷
勲（
13
期
）」

「
左
は
、『
鴨
沂
高
校
旧
職
員
の
会
』
発
行
の
『
鴨
沂

の
歩
み
・
二
号
―
新
し
い
教
育
像
を
求
め
て
―
』
か

ら
の
も
の
で
す
。

『
校
章
の
由
来
な
ど
―（
校
章
の
デ
ザ
イ
ン
を
さ
れ
た

美
術
の
）則
元
醇
先
生
』

昭
和
二
十
三
年
十
月
に
、
戦
後
始
め
て
鴨
沂
高
校

が
開
校
さ
れ
、
生
徒
も
教
師
も
大
変
だ
っ
た
事
だ
け

が
心
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
新
制
へ
切
り
替
え
の
た

め
、
大
多
数
の
生
徒
が
突
然
移
動
と
な
っ
た
事
と
、

今
で
こ
そ
当
た
り
前
の
事
と
馴
れ
た
け
れ
ど
、
突
然

男
女
共
学
と
な
っ
た
事
も
大
き
な
変
化
で
あ
り
、
正

に
青
天
の
霹
靂
で
し
た
。
特
に
鴨
沂
高
校
は
、
元

府
立
第
一
女
学
校
で
あ
っ
て
、
お
姫
様
学
校
と
言

わ
れ
て
い
た
位
お
し
と
や
か
な
お
嬢
様
ば
か
り
で
あ

っ
た
所
に
、
突
然
戦
時
中
軍
事
教
練
で
鍛
え
ら
れ

て
き
た
荒
っ
ぽ
い
男
子
生
徒
が
地
域
制
の
た
め
転
校

し
て
来
て
、
今
ま
で
の
女
子
用
の
弱
弱
し
い
上
品
な

つ
く
り
の
机
椅
子
だ
っ
た
の
が
片
っ
端
か
ら
破
損
さ

れ
、
今
ま
で
床
も
上
履
き
で
雑
巾
が
け
で
光
っ
て
い

た
の
も
ま
た
た
く
間
に
土
足
で
入
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
床
に
穴
が
あ
い
た
り
し
て
、
全
部
頑
丈
な
も
の

に
代
え
る
の
に
大
変
で
し
た
。
さ
て
、
そ
の
当
時
は

今
と
異
な
っ
て
、
男
子
生
徒
は
全
部
学
生
帽
を
着

用
し
て
い
た
の
で
、
校
章
が
決
ま
る
こ
と
を
待
ち
あ

ぐ
ん
で
い
ま
し
た
が
、
一
目
見
て
す
ぐ
分
か
る
よ
う

な
優
秀
な
デ
ザ
イ
ン
は
思
い
浮
か
ば
ず
、
意
見
も
ま

と
ま
ら
ず
、
と
う
と
う
校
章
デ
ザ
イ
ン
を
一
般
か
ら

懸
賞
募
集
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
専
門

の
国
立
京
都
工
芸
繊
維
大
学
の
図
案
科
の
赤
沢
教

授
に
審
査
を
お
願
い
す
る
事
に
な
り
、
厳
正
な
審
査

を
見
守
る
た
め
に
も
生
徒
会
か
ら
代
表
生
徒
も
臨
席

し
て
貰
っ
て
、
審
査
結
果
が
出
て
、
図
ら
ず
も
一
等

二
等
三
等
賞
ま
で
全
部
、
実
は
私
の
応
募
作
品
が

入
選
し
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
に
含
ま

れ
て
い
る
意
味
を
ご
存
知
の
方
が
少
な
い
の
で
説
明

し
て
お
き
ま
す
。
新
制
高
校
が
で
き
た
当
時
の
高
校

教
育
の
第
一
が
公
民
的
資
質
を
養
成
す
る
、
第
二

が
男
女
共
学
、
第
三
が
個
性
の
確
立
で
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
第
一
の
公
民
的
資
質
を
持
っ
た
人
間
を
造

る
と
い
う
事
か
ら
、
公
人
と
言
う
字
を
図
案
化
し
た

形
で
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
よ
う
な
形
の
公
の
字
の
上

部
の
羽
の
形
は
飛
躍
、
左
右
同
形
は
男
女
平
等
、

男
女
同
権
、
男
女
共
学
を
意
味
し
、
中
央
の
人
の

字
の
形
は
地
形
で
、
加
茂
川
と
高
野
川
が
出
町
の

所
で
合
流
し
て
鴨
川
と
な
っ
て
流
れ
て
い
く
川
の
形

で
、
鴨
川
の
両
岸
に
ま
た
が
っ
た
地
域
の
公
民
的
資

質
を
養
成
す
る
学
校
即
ち
鴨
沂
を
表
し
て
い
ま
す
。

佐
谷
勲（
13
期
）記
」

「
佐
谷
勲
さ
ま
、
熱
田
善
男（
5
期
）で
す
。
大
変
貴

重
な
情
報
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
か
で

も
、
デ
ザ
イ
ン
に
含
ま
れ
て
い
る
意
味
は
、【
加
茂

川
と
高
野
川
が
合
流
し
て
鴨
川
に
な
る
】
を
表
現
し

て
い
る
ぐ
ら
い
し
か
知
ら
ず
に
、
重
要
な
意
味
が
こ

め
ら
れ
て
い
る
知
ら
な
い
ま
ま
半
世
紀
が
過
ぎ
て
し

ま
っ
て
い
た
の
だ
と
、
反
省
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。」

「
熱
田
さ
ま
、
皆
さ
ま
、
18
期
の
西
村
で
す
。
こ
の

項
目
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
意
見
が
出
揃
っ
た
よ
う
で
す

が
、
鴨
沂
会
誌
一
三
一
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
を

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

『
鴨
沂
に
思
う
―（
考
古
学
者
・
京
都
橘
女
子
大
教

授
）
高
校
八
期
・
猪
熊
兼
勝
』

百
年
余
前
、
鴨
川
の
あ
た
り
は
、
日
本
の
将
来
に

【
鴨
沂
】
の
い
わ
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い

み
な
さ
ま
江
。
熱
田
善
男（
5
期
）か
ら
で
す
。
鴨
沂

高
校
時
代
か
ら
の
疑
問
、【
鴨
沂
】
の
い
わ
れ
を
、
ご

存
知
な
ら
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

「
西
田
俊
彦（
13
期
）で
す
。
鴨
沂
は
【
か
も
の
ほ
と

り
】
と
言
う
意
味
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。
ま
ず

は
一
言
。」

「
語
源
的
に
は
正
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
鴨
沂
高
校

の
前
身
の
府
一
の
同
窓
会
の
名
前
が
【
鴨
沂
会
】
で

す
の
で
、
随
分
昔
か
ら
あ
る
の
で
は
。
北
運
の
隣
の

会
館
の
名
前
が
鴨
沂
会
館
で
す
。
詳
し
く
は
、
毛
利

先
生
に
聞
く
か
、
14
期
の
か
わ
さ
っ
く
ん
に
聞
く
と

良
く
判
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
13
期
・
佐
谷
勲
」

「
14
期
井
上
で
す
。
鴨
沂
の
い
わ
れ
、
私
が
記
憶
し

て
い
る
意
味
は
、【
沂
】
は
川
と
岸
が
寄
っ
た
と
こ

ろ
、
転
じ
て
川
と
川
の
合
流
点
の
こ
と
、【
鴨
沂
】
は

鴨
川
と
高
野
川
の
合
流
点
を
い
い
ま
す
。」

「
板
橋
在
『
14
期
の
か
わ
さ
っ
く
ん
』
ら
し
き
、
川
崎

で
す
。
ご
指
名
に
あ
ず
か
り
ま
し
て
恐
縮
で
ご
ざ
い

ま
す
。
鴨
沂
の
由
来
は
、
井
上
君
の
お
話
と
同
じ
こ

と
を
聞
い
て
い
る
程
度
で
、
す
ん
ま
へ
ん
、
そ
れ
以

上
は
存
知
ま
へ
ん
。
以
前
東
京
在
住
で
、
今
、
京
都

に
戻
ら
れ
た
、
谷
林
さ
ん
が
鴨
沂
に
か
ら
ん
で
、
中

国
の【
沂
】
の
字
の
付
い
た
地
を
調
べ
て
お
ら
れ
た
の

で
、
詳
し
く
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
我
々
よ
り

も
、
は
る
か
は
る
か
先
輩
の
鴨
沂
会
の
大
姉
の
方
々

が
ご
存
知
な
の
で
は
？
　
鴨
川
の
ほ
と
り
の
意
味
は

解
る
の
で
す
が
、
誰
が
ど
こ
か
ら
、
こ
の
鴨
沂
の
文

字
を
創
作
し
た
の
か
？
　
あ
る
い
は
、
古
く
か
ら
あ

っ
た
の
か
？
　
そ
ん
な
と
こ
ろ
を
私
も
知
り
た
い
。」

「
18
期
の
西
村
源
四
郎
で
す
。
若
輩
者
で
、
浅
学
の

徒
で
す
が
、
比
較
的
暇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り

又
、
地
元
に
い
る
と
い
う
責
任
を
感
じ
、
誰
が
鴨
沂

と
い
う
単
語
を
作
り
、
鴨
沂
高
校
と
名
付
け
た
か
を

書
物
か
ら
調
べ
ら
れ
な
い
か
、
図
書
館
を
中
心
に
調

べ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、『
母
校
創
立
一
〇
〇

年
記
念
　
京
都
府
立
第
一
高
等
女
学
校
　
財
団
法

人
　
京
都
鴨
沂
会
　
沿
革
史
』
と
い
う
、
一
〇
〇
頁

ほ
ど
の
本
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
項
目
が
載
っ
て
い

ま
し
た
。

明
治
二
十
年
七
月
二
十
八
日
、
旧
卒
業
生
相
謀
り

て
同
窓
会
を
組
織
し
、
名
付
け
て
、【
京
都
鴨
沂
会
】

と
い
う
。
当
時
の
会
員
一
五
五
名
、
客
員
一
三
名
。

昭
和
二
十
三
年
四
月
一
日
、
新
制
高
等
学
校
発
足
。

京
都
府
立
鴨
沂
高
校
。

こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
、
皆
さ
ま
ご
指
摘
の
よ
う
に
府

一
の
同
窓
会
に
ち
な
ん
で
命
名
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
。」

「
い
や
あ
ー
、
素
晴
ら
し
い
ご
幼
少
の
頃
が
ほ
の
ぼ

の
と
分
か
る
文
章
で
す
ね
。
さ
て
、
鴨
沂
の
校
名
の

件
、
少
し
調
べ
た
結
果
を
次
に
記
し
ま
す
。
一
つ
は
、

洛
北
の
初
代
校
長
先
生
の
追
悼
の
文
だ
と
思
い
ま

す
。
も
う
一
つ
は
、
鴨
沂
高
校
、
府
一
の
前
身
の
女

紅
場
に
関
す
る
記
事
で
す
。

『
青
柳
校
長
先
生
と
同
窓
会
―
洛
北
高
第
二
回
卒
・

岡
部
　
陽
二
』

因
み
に
、
お
隣
の
鴨
沂
高
校
の
場
合
に
は
旧
府
一

高
女
と
継
続
し
て
同
じ
校
舎
を
使
い
、
校
名
も
府

一
の
同
窓
会
で
あ
る
鴨
沂
会
に
由
来
し
て
い
る
に
も

拘
ら
ず
、
別
々
の
同
窓
会
が
並
立
し
て
き
た
が
、
府

一
側
の
高
齢
化
で
運
営
難
に
陥
っ
て
漸
く
一
昨
年

京
都
鴨
沂
高
校
Ｍ
Ｌ
を
楽
し
む

五
期

熱
田
　
善
男

【
鴨
沂
】の
い
わ
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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小
学
生
の
頃
、
府
一
の
隣
に
住
ん
で
い
た
。
毎

日
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
高
い
塀
越
し
に
幼
稚
園
の

童
謡
が
聞
こ
え
て
き
た
。
夜
に
な
る
と
校
舎
の
大

き
な
屋
根
が
お
化
け
に
見
え
て
恐
か
っ
た
。
戦
後

学
区
制
度
が
改
組
さ
れ
、
男
子
生
徒
の
姿
も
見
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
期
生
の
先
輩
に
聞
く
と
、

午
前
・
午
後
と
男
女
が
入
れ
替
え
授
業
で
、
美
し

い
女
生
徒
に
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
出
し
た
ツ
ワ
モ
ノ
の

話
を
聞
い
た
。
そ
の
女
生
徒
は
、
後
に
日
本
を
代

表
す
る
女
優
と
な
っ
た
山
本
富
士
子
さ
ん
だ
っ
た

そ
う
だ
。

戦
後
の
動
乱
期
、
学
生
の
街
・
京
都
は
、
新
し

い
日
本
を
創
ろ
う
と
す
る
若
者
の
熱
気
が
高
ま
っ

て
い
た
。
こ
ん
な
な
か
か
ら
鴨
沂
の
平
和
を
愛
し
、

自
由
を
求
め
る
校
風
が
培
わ
れ
た
。
青
春
の
純
粋

な
気
持
ち
か
ら
沸
き
起
こ
っ
た
正
義
感
が
燃
え
た

の
で
あ
る
。
幕
末
の
国
を
憂
う
る
若
き
志
士
た
ち

や
、
二
十
世
紀
半
ば
に
独
立
を
勝
ち
取
っ
た
国
の

若
き
指
導
者
と
何
処
か
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
新
聞
も
読
ま
な
く
、
携
帯
電
話

に
没
頭
し
、
世
界
の
動
向
に
無
関
心
な
近
頃
の
若

者
を
見
る
と
腹
立
た
し
い
。
鴨
沂
の
生
徒
は
打
算

や
利
害
や
無
気
力
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
。

鴨
沂
を
愛
す
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、
共
通
の
思

い
出
が
あ
る
。
伝
統
あ
る
九
条
家
の
正
門
を
入
る

と
東
南
に
数
本
の
木
立
で
囲
ま
れ
た
空
間
を
「
ウ

ィ
ー
ン
の
森
」
と
呼
ん
で
い
た
。
僅
か
な
校
庭
で

も
思
い
出
に
残
る
場
所
で
あ
る
。
何
年
か
前
、
正

門
を
く
ぐ
っ
て
愕
然
と
し
た
。
な
ん
と
校
庭
は
駐

車
場
と
化
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
も
う
二
十
一

世
紀
の
卒
業
生
に
は
ウ
ィ
ー
ン
の
森
の
思
い
出
は

な
い
。

京
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
異
郷
の
地
で
、
京
言
葉

を
耳
に
す
る
と
、
つ
い
高
校
は
何
処
と
聞
い
て
し

ま
う
。
よ
そ
者
に
は
読
め
な
い「
オ
ー
キ
」
出
身
と

聞
く
と
、
今
ま
で
他
人
行
儀
だ
っ
た
人
が
、
旧
知

の
よ
う
に
親
し
く
な
る
。
瞬
時
に
し
て
年
の
差
も

な
く
な
り
、
思
い
で
も
共
有
す
る
。
そ
こ
に
は
誰

に
も
わ
か
ら
な
い
、
特
別
な
雰
囲
気
が
あ
り
、
鴨

沂
の
響
き
は
秘
密
結
社
に
も
似
た
暗
号
で
あ
ろ

う
。
同
窓
会
と
呼
ぶ
結
社
は
、
高
校
に
入
学
し
た

時
か
ら
入
会
が
決
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
脱
会
は

許
さ
れ
な
い
掟
が
あ
る
。
会
員
は
磨
り
減
っ
た
階

段
の
柔
ら
か
い
木
目
や
、
和
風
の
校
門
に
も
共
通

の
思
い
出
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
私
た
ち
の
、
一
人

ず
つ
の
記
憶
が
、
亡
霊
の
よ
う
に
残
っ
て
い
る
は

ず
だ
。

千
年
前
、
紫
式
部
宅
が
東
京
極
通
一
条（
廬
山

寺
付
近
）
に
あ
っ
た
頃
、
母
校
の
場
所
に
は
道
長

が
自
慢
の
法
成
寺
の
大
伽
藍
を
建
て
た
。
な
に
し

ろ
平
等
院
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。
北
運
動
場
の
地

下
に
は
大
寺
院
の
基
礎
が
鴨
川
あ
た
り
ま
で
続
く

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
歴
史
の
故
地
に
縁
の
あ

る
私
立
英
語
学
校
は
、
京
都
府
立
第
一
高
等
女
学

校
と
な
り
、
鴨
沂
高
等
学
校
と
な
っ
た
。
本
同
窓

会
は
今
年
で
還
暦
を
迎
え
る
が
、
明
治
五
年
設
立

の
女
紅
場
か
ら
数
え
る
と
一
二
六
年
目
の
ダ
ブ
ル

ス
コ
ア
ー
で
あ
る
。

最
近
、
オ
ー
キ
が
昔
の
面
影
が
な
い
と
の
噂
を

聞
く
。
歴
史
の
経
済
的
価
値
を
最
も
熟
知
し
て
い

る
京
都
人
は
、
日
本
最
初
の
女
子
教
育
の
記
念
碑

を
守
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
中
学
生
の
修
学
旅
行
の

見
学
コ
ー
ス
に
入
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
す
れ
ば
校
庭
の
駐
車
場
化
は
消
滅
し
、
ウ
ィ

ー
ン
の
森
も
よ
み
が
え
る
だ
ろ
う
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、
他
府
県
の
中
学
卒
業
生
も
受
験
可
能
に
し

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
原
点
に
戻
り
、
私
立
学
校

に
な
っ
て
で
も
オ
ー
キ
は
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

「
眠
れ
る
オ
ー
キ
よ
、
お
起
き
」

オ
ー
キ
よ
、
お
起
き

八
期

猪
熊
　
兼
勝

思
い
を
は
せ
る
、
若
き
青
年
た
ち
が
集
り
、
鴨
川
を

散
策
し
、
川
岸
、
土
手
に
腰
を
か
け
、
激
論
を
た

た
か
わ
し
た
。
今
、
丸
太
町
橋
の
東
畔
、
川
端
通

り
を
上
る
と
、
京
大
病
院
の
南
手
前
に
カ
ラ
オ
ケ
・

ホ
ー
ル
『
マ
ル
マ
ン
ビ
ー
ン
ズ
』
の
南
隅
に
小
さ
な

石
標
が
建
つ
、『
梁
川
星
厳
邸
址
』
の
文
字
が
彫
ら

れ
て
い
る
。
梁
川
星
厳
は
、
あ
ま
り
著
名
で
な
い

が
、
詩
吟
愛
好
家
の
間
で
は
、
頼
山
陽
と
並
ぶ
二

大
憂
国
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
星
厳
は
岐
阜
県

大
垣
の
人
で
、
幼
時
に
父
母
を
失
い
、
江
戸
へ
出

て
宋
詩
を
学
ぶ
。
江
戸
で
名
声
を
は
せ
、
門
下
生

で
あ
っ
た
紅
蘭
と
結
婚
し
、
貧
困
の
な
か
で
、
共
に

詩
を
作
る
。
夫
婦
と
も
ど
も
、
頼
山
陽
、
佐
久
間

象
山
等
と
知
人
と
な
る
。
星
厳
五
七
才
、
紅
蘭
四

四
才
の
時
、
京
都
に
上
洛
し
、
川
端
丸
太
町
で
家

を
か
ま
え
、
鴨
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
意
味
す
る
『
鴨
沂

小
庵
』
と
名
づ
け
た
。
鴨
沂
の
名
前
は
、
こ
こ
に
始

ま
る
と
思
っ
て
い
る
。
弘
化
三
年
、
一
八
四
六
年

の
こ
と
で
あ
る
。
川
西
畔
の
鴨
川
公
園
に
広
が
る
家

並
み
を
見
る
と
、
ワ
ラ
葺
の
『
頼
山
陽
の
邸
』、
そ

の
北
に
は
後
に
志
賀
直
哉
等
の
白
樺
派
の
拠
点
と

な
っ
た
旅
館
『
信
楽
』、
そ
し
て
桂
小
五
郎
逃
亡
説

の
あ
る
『
大
和
屋
』
旅
館
が
並
ぶ
。
頼
山
陽
は
、
花

街
の
あ
っ
た
東
三
本
木
通
り
に
、
文
政
六
年
、
家

を
求
め
『
水
西
荘
』
と
称
し
た
。
つ
ま
り
鴨
川
の
西

の
寓
の
意
で
あ
っ
た
。
星
厳
は
頼
山
陽
と
親
交
深

く
、
頼
山
陽
の
三
男
、
頼
三
樹
三
郎
と
も
親
し
く
、

お
そ
ら
く
、
こ
う
し
た
縁
も
あ
っ
て
、
鴨
川
の
対
岸

の
真
正
面
に
家
を
探
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

『
水
西
荘
』
に
対
す
る
『
鴨
沂
小
庵
』
と
名
付
け
た
の

で
あ
る
。
山
陽
は
庭
内
に
梅
花
竹
樹
を
植
え
、
小

草
堂
を
鴨
水
に
臨
み
、
東
山
に
対
し
て
建
て
て
い

る
。
こ
れ
こ
そ
、
東
山
と
鴨
川
を
借
景
と
し
た
山
紫

水
明
処
と
称
し
た
の
で
あ
る
。
星
厳
は
足
繁
く
、
対

岸
の
水
西
荘
に
通
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
頼
三
樹
三
郎

と
は
、
詩
の
交
流
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
江

戸
で
は
井
伊
直
弼
の
強
権
に
よ
っ
て
、
日
米
通
商

条
約
が
調
印
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
、
一
橋
慶
喜
を
将

軍
に
推
す
る
画
策
が
さ
れ
て
い
た
。
一
橋
派
の
拠
点

で
あ
っ
た
京
都
は
、
反
政
府
の
志
士
が
結
集
し
つ
つ

あ
っ
た
。
星
厳
は
、
同
志
ら
と
、
国
情
を
憂
い
、

憂
国
の
詩
を
作
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
中

国
、
戦
国
時
代
の
詩
人
、
屈
原
の
姿
が
重
な
ろ
う
。

幕
府
は
、
安
政
三
年
、
老
中
間
部
詮
勝
を
京
都
に

派
遣
し
、
尊
皇
派
を
弾
圧
に
か
か
る
。
星
厳
は
逮

捕
さ
れ
る
。
妻
、
紅
蘭
は
、
手
紙
な
ど
の
書
類
を

便
所
に
棄
て
た
。
直
後
、
鴨
沂
小
庵
は
家
宅
捜
査

を
受
け
、
紅
蘭
は
捕
ら
わ
れ
る
。
安
政
の
大
獄
の
始

ま
り
で
あ
っ
た
。
捕
ら
わ
れ
た
反
政
府
主
義
者
は
百

名
を
越
え
、
頼
三
樹
三
郎
は
刑
死
。
星
厳
は
処
刑

直
前
病
死
す
る
。
紅
蘭
は
、
後
日
、
釈
放
さ
れ
、

夫
の
遺
稿
集
を
ま
と
め
、
絵
を
描
き
、
余
生
を
送
っ

た
と
言
う
。」

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

こ
れ
を
、
お
読
み
に
な
っ
て
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す

か
。
す
ば
ら
し
い
会
話
で
す
ね
。
と
て
も
楽
し
そ
う

で
し
ょ
う
。
昨
、
平
成
十
三
年
三
月
に
開
設
し
た

「
京
都
鴨
沂
高
校
」
と
い
う
Ｍ
Ｌ
の
会
話
の
一
部
な

の
で
す
。
Ｍ
Ｌ
は
、
メ
ー
リ
ン
グ
・
リ
ス
ト
と
い
い
、

直
訳
す
る
と
郵
便
の
宛
名
帳
で
す
が
「
な
ー
ん
だ
」

と
思
わ
な
い
で
下
さ
い
。
こ
の
Ｍ
Ｌ
は
、
と
て
も
奥

が
深
い
の
で
す
。
Ｍ
Ｌ
宛
に
、
パ
ソ
コ
ン
で
Ｅ
メ
ー

ル
を
送
る
と
、
同
じ
も
の
が
参
加
し
て
い
る
メ
ン
バ

ー
全
員
に
配
信
さ
れ
る
の
で
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
発

言
や
情
報
を
共
有
で
き
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、
僅
か

な
期
間
に
、
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
ま
と
め
が
で
き
た

の
で
す
。

以
上
、
熱
田
善
男（
五
期
）が
代
表
し
て
投
稿
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
原
文
に
勝
手
に
手
を
入
れ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
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京都鴨沂会は鴨沂高校を応援しています
奨学金と高校教育振興助成金 社団法人京都鴨沂会
京都鴨沂会は、明治20年京都府立京都第一高等女学校

（府一）の卒業生155名を会員とする同窓会として発足しま
したが、明治42年には、「社団法人京都鴨沂会」として認可
され、来年には創立100年となります。その目的は、「教育
その他の公益事業に寄与し、かつ会員の親睦を図り、知徳
を磨くこと」と定款に規定された文部科学省所管の公益法
人であります。
京都鴨沂会は、大正時代から、母校への多額の寄付およ
び在校生への学資援助など、女子中等教育を支援し、さら
に、女子高等教育を目標に掲げ、「女子教育発祥の地－京
都に、女子大学を誕生させたい」という鴨沂会員の長年の
夢は、公開講座「婦人高等講座」および各種講習会の開催、
昭和２年に「京都府立女子専門学校」の認可、「鴨沂学園研
究科」の設置とつぎつぎと実現されてきました。
戦後も「文化講座」、「文化教室」、「鴨沂高校への教育援

助費」は長年継続された公益事業でありましたが、学資支
援事業は中断されていました。現在の京都鴨沂会は、この
教育振興の伝統を受け継ぎ「京都鴨沂会奨学金」および「京
都鴨沂会高等学校教育振興助成金」を公益事業として積極

的に進めています。平成19年度は２年生２名、平成20年度
は２年生３名および３年生３名の成績優秀な鴨沂高校生に
月額１万円の奨学金を支給し、鴨沂高校の「学力向上フロ
ンテイア計画」にも支援をはじめております。
公益法人制度改革により本年12月から新制度への移行申
請が始められ、変革の時代を迎えようとしています。鴨沂
会員は、府一卒業生が大半で、鴨沂高校卒業の会員は全体
の１割でありますが、本年度の役員選挙で理事の８割が高
校卒と制度の改革と共に担い手も替わろうとしています。
後輩を育英し母校の発展を支援しするのは卒業生の役割だ
と思います。京都鴨沂会は、幸い会費と会員のボランテイ
アそして鴨沂会館の施設利用による収益事業の果実によっ
て母校を応援することができます。
鴨沂高校同窓会のみなさん！！　社団法人京都鴨沂会の新
しい担い手としてその伝統を引き継ぎ、母校の教育さらに
広く高校教育を振興するために力を発揮していただきたい
と思います。
是非とも多くの同窓会員が鴨沂会に入会して教育振興事
業に参加してくださる様お願いします。

京都鴨沂会 女声合唱団「沙羅」第11回定期演奏会

京都鴨沂会館のご案内

日　　　時
場 所

プログラム

❖

❖

❖

平成20年9月27日（土） 開場：午後1時半　　開演：午後2時～
京都市北文化会館〔地下鉄北大路駅下車〕
〒603-8142 京都市北区小山北上総町49-2 †075-493-0567

【第１部の１】メンデルスゾーンの合唱曲より6曲
【第1部の2】メンデルスゾーン＝重唱曲より2曲

井上真理子、松本多美子、太田　俊代
【第　2 部】平井康三郎作曲の日本歌曲より10曲　　〔担当：吉川道子さん〕

京都鴨沂会館は皆様の憩いと交歓の場、そして教養の泉です。
実り豊かな人生を素敵に過ごすために是非ご利用下さい。

平　日 ◆ 10：00～21：00
日祝日 ◆ 10：00～17：00

数名の小集会場から100名収容の大ホールまで。
和室もございます。
同窓会、研修会、会議などの他、コーラス、管弦楽などの練習、
バレエ、ダンスのレッスン場などにご利用下さい。
ピアノやスライドの用意もございます。

広く市民の皆様を対象に様々な講座を設けております。
「文学講座・源氏物語」「書道」「女声コーラス 沙羅」「音楽教
室」「俳画・幸翠会」「金剛流謡曲仕舞教室」「俳句同好会」「手
芸こでまり会」などがございます。是非ご参加下さい。

＊お問い合わせ （社）京都鴨沂会　TEL 075－231－1001 FAX 075－241－2354

会場・会議室会場・会議室会場・会議室会場・会議室会場・会議室会場・会議室会場・会議室会場・会議室会場・会議室会場・会議室会場・会議室会場・会議室会場・会議室会場・会議室会場・会議室会場・会議室

文 化 教 室文 化 教 室文 化 教 室文 化 教 室文 化 教 室文 化 教 室文 化 教 室文 化 教 室文 化 教 室文 化 教 室文 化 教 室文 化 教 室文 化 教 室文 化 教 室文 化 教 室文 化 教 室

会場・会議室

文 化 教 室
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二
、
会
員
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
つ
い
て

①
利
用
目
的

会
報
の
発
行
、
総
会
の
通
知
、
同
期
会
等
各

種
同
窓
会
活
動
の
た
め

②
登
録
デ
ー
タ
の
範
囲

氏
名
（
旧
姓
）、
住
所
、
〒
番
号
、
電
話
番
号
、

卒
業
期
、
卒
業
年
度
、
卒
業
時
ク
ラ
ス
、
同
番

号
、
会
費
納
入
金
額
・
年
度
、
シ
リ
ア
ル
番
号

③
デ
ー
タ
の
開
示
、
訂
正
等

保
有
個
人
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
求

め
に
応
じ
て
開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止
を
行
う
。

④
そ
の
他

総
会
、
理
事
会
、
同
期
会
、
ク
ラ
ス
会
の
開

催
の
た
め
の
幹
事
と
な
る
会
員
以
外
の
第
三
者

に
は
、
本
人
の
同
意
を
得
ず
に
デ
ー
タ
の
提
供
を

行
わ
な
い
。

三
、
名
簿
管
理
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
概
要

★
設
置
場
所
　
　
　
鴨
沂
会
館
三
階

★
機
種
等
の
概
要

Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
製
パ
ソ
コ
ン
（D

im
ension

4600C

）

Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｗ
／
Ｄ
Ｖ
Ｄ
コ
ン
ボ
ド
ラ
イ
ブ

W
indow

s
XP
Professional

M
icrosoftO

ffice
2003

Profession
（W

ord,
Excel,

Access

）

17
イ
ン
チ
Ｔ
Ｆ
Ｔ
液
晶
カ
ラ
ー
モ
ニ
タ
ー

キ
ャ
ノ
ン
製
Ａ
３
ノ
ビ
対
応
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー

（PIXU
S
6500i

）

四
、
同
窓
会
役
員

★
平
成
十
七
年
度
〜
平
成
十
九
年
度

会
　
長
　
鈴
木
　
正
穂（
19
）

副
会
長
　
藤
野
　
英
雄（
4
）

理
事
長
　
西
尾
　
　
齊（
10
）

会
　
計
　
田
中
　
清
子（
5
）
横
井
　
猛
彦（
30
）

監
　
事
　
戸
川
　
隆
博（
11
）

理
　
事
　
木
村
　
　
要（
1
）
仲
谷
　
　
喬（
3
）

小
山
あ
け
み（
3
）
藤
野
　
英
雄（
4
）

田
中
　
清
子（
5
）
山
本
　
啓
造（
5
）

今
岡
　
公
榮（
7
）
谷
水
三
喜
男（
7
）

猪
熊
　
兼
勝（
8
）
黒
川
　
令
三（
8
）

川
島
芙
美
子（
10
）
小
西
　
逞
夫（
10
）

西
尾
　
　
齊（
10
）
戸
川
　
隆
博（
11
）

河
合
　
勝
彦（
13
）
安
井
　
　
洌（
13
）

木
村
　
　
正（
14
）
山
本
　
早
苗（
14
）

近
藤
　
善
彦（
15
）
谷
口
明
日
香（
15
）

佐
川
　
公
也（
16
）
永
野
　
福
夫（
17
）

小
林
　
正
雄（
18
）
青
木
　
栄
子（
19
）

鈴
木
　
正
穂（
19
）
山
崎
　
賢
二（
20
）

金
子
久
美
子（
20
）
杉
足
　
泰
彦（
22
）

奥
田
美
智
子（
29
）
横
井
　
猛
彦（
30
）

鈴
木
　
穂
人（
47
）

＊（

）内
は
卒
期

五
、
今
後
の
課
題

「
個
人
情
報
保
護
法
」
の
施
行
に
よ
り
、
五
十
八
期

以
降
の
卒
業
生
に
つ
い
て
高
校
か
ら
名
簿
等
の
提
供

が
な
く
、
新
規
卒
業
生
の
同
窓
会
名
簿
へ
の
登
載
が

出
来
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

＊
編
集
後
記

▼
今
号
は
、
創
立
六
〇
周
年
の
節
目
の
年
の
発
行

と
な
り
、
そ
れ
を
記
念
す
る
「
同
窓
会
は
こ
う
し
て

誕
生
し
た
」「【
鴨
沂
】
の
い
わ
れ
を
教
え
て
下
さ
い
」

な
ど
を
特
集
し
ま
し
た
▼「
同
窓
会
開
催
報
告
」
は
、

同
窓
生
の
貴
重
な
情
報
源
で
す
。
次
号
へ
も
各
期
か

ら
の
報
告
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
▼
十
月
二
十
六

日（
日
）母
校
で
の
総
会
に
は
多
数
誘
い
合
わ
せ
て
ご

出
席
く
だ
さ
い
▼
最
後
に
今
回
、
会
報
発
行
に
ア

ド
バ
イ
ス
・
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
た
㈲
プ
リ
ン
テ
ィ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
様
に
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

（
洌
）

事
務
局だより

平成12年度より同窓会財政の健全化を目的として、会員の皆様より会費の
ご協力をお願いすることが前々回の総会で決議されました。
この旨を同窓会会報でお伝えしましたところ、多くの会員の皆様からご賛
同と会費の納入を戴きました。中には25年分を前納下さる方もおられて、改
めて同窓会への期待と母校への皆様の思いを感じることが出来、お世話をす
る私どもも改めてその責の大きさを思い、たいへん感激しております。ほん
とうにありがとうございました。
しかし、上々の滑り出しとは言いながらその数は全体から致しますとまだ
まだ少数でもございます。何とぞ同窓会のより一層の発展と確かな財政基盤
を確立して継続していくために、会員の皆様方のご協力が欠かせません。個
別の納入状況は別紙にその詳細が記載してありますので是非ご確認、ご参照
下さい。
同窓会の活動は、実費弁償すらない役員の完全な無料奉仕によって賄われ
ています。役員の皆様方の志のみに依拠することも限界があります。おりし
も長年の懸案であった事務所の設置も、鴨沂会のご厚意で鴨沂会館内にその
場所を得ることが出来、一歩前進が果たせました。しかしながら、専任の事
務員が配置されているわけでもなく、将来的には希望があるものの、まだま
だ懸案は数多くございます。
これら懸案を一つ一つ解決していくためにも健全財政の確立は不可欠です。
そしてそれは皆様方からお預かりする会費に依拠する以外、方法はありませ
ん。
何とぞより一層、皆様方のお気持ちに委ねて会費の納入にご協力をお願い
致したく思います。そして鴨沂高校同窓会が皆様方の母校への思いと、それ
ぞれの有益な人間関係の拠り所となれば幸いに思います。
最後に同窓生の皆様の健康とご発展をお祈りしてお願いと致します。

会費についてのお願い

＊
同
窓
会
の
現
況
と
今
後
の
課
題

一
、
会
員
数

★
名
簿
登
載
数
　
　
　
　
　
二
五
三
〇
七
名

（
内
訳
）
住
所
確
認
済
　
一
七
四
三
五
名
※

不
　
　
　
明
　
　
六
九
〇
〇
名

物
　
　
　
故
　
　
　
九
五
六
名

退
　
　
　
会
　
　
　
　
一
六
名

北海道
青 森
秋 田
山 形
岩 手
宮 城
福 島
新 潟
栃 木
群 馬
茨 城
千 葉
埼 玉
東 京
神奈川
山 梨
静 岡

29
1
1
3
3
7
3
7
12
5
44
240
128
535
367
2
47

長 野
愛 知
富 山
石 川
福 井
三 重
岐 阜
滋 賀
京 都
奈 良
和歌山
大 阪
兵 庫
徳 島
香 川
愛 媛
高 知

14
150
10
31
16
52
37
749

13,097
203
15
947
411
4
6
9
6

42
21
13
10
12
49
1
3
4
3
4
9
1
75

17,435
（名）

※地域（都道府県）別会員数
岡 山
広 島
山 口
鳥 取
島 根
福 岡
佐 賀
長 崎
大 分
熊 本
宮 崎
鹿児島
沖 縄
国 外

計
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